
 
3-2．式による説明【ポイント解説】 

 

１ 下の文は，連続する 3 つの整数の和は 3 の倍数になることを説明 

したものです。空らんをうめなさい。 
 

［説明］まん中の整数をmとすると，連続する3つの整数は小さい順 

  に（ ア ), m , ( イ ）と表されるので，その和は，（ ウ ）となる。 

mは整数なので，連続する3つの整数の和は3の倍数である。 

 

 

２ 下の文は，連続する2つの奇数の和は4の倍数であることを説明し 

たものです。空らんをうめなさい。 
 

［説明］n を整数とすると，連続する 2 つの奇数は小さい順に 2n＋1， 

（ ア ）と表される。その和は，4×（ イ ）となる。 

（ イ ）は（ ウ ）だから，連続する 2 つの奇数の和は 4 の倍数で 

ある。 

 

 

３ 下の文は，連続する3つの偶数の和は6の倍数になることを説明し 

たものです。空らんをうめなさい。 
 

［説明］まん中の偶数を 2n とすると，連続する 3 つの偶数は，小さ 

 い順に（ ア )，2n，（ イ ）と表せるので，その和は,６×（ ウ ） 

  となる。（ ウ ）は整数なので，連続する 3 つの偶数の和は 6 の倍 

  数になる。 

 

 

４ 2 けたの正の整数がある。この整数の十の位の数と一の位の数を 

入れかえた 2 けたの整数をつくる。このとき，もとの整数と入れか 

えた整数の和は，11 の倍数であることを次のように説明しました。 

空らんをうめなさい。 
 

［説明］もとの数の十の位の数を a，一の位の数を b とすると，もと 

の整数は（ ア ），入れ加えた整数は（ イ ）で表されるので，そ 

の和は，11×（ ウ ）となる。（ ウ ）は（ エ ）だから，和は 11 

の倍数である。 

 

 

５ 5 で割ったときの整数のあまりがそれぞれ 3，4 である整数 A，B 

 があります。Ａ＋Ｂを 5 で割ったときのあまりを求めなさい。  
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１ ア m－1  イ m＋1  ウ 3m 
 

２ ア 2n＋3  イ n＋1  ウ 整数 
 

３ ア 2n－2  イ 2n＋2  ウ n 
 

４ ア 10a＋b  イ 10b＋a  ウ a＋b  エ 整数 
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